
 

 

 

 
 

 

 

【協議事項】 

ア 令和６年度地域力向上事業（助成事業）の事後評価について 

【区振興課】P.1 

 

【地域課題について】 

（１）富塚地区コミュニティ協議会からの要望について        P.79 

 

 

 

 

 

令和７年５月２８日開催 

中央区協議会 

（中地域分科会） 

令和７年度 第２回中央区協議会

（中地域分科会） 

会議資料② 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 令和６年度地域力向上事業（助成事業）の事後評価について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

地域力向上事業は、住みよい地域社会を実現するため、区

民の参加と協働により区の特性を活かした事業や課題を解

決する事業である。 

 

○市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

  団体の提案に基づき、市が公益上の必要性を認め、団体

が自主的に取り組む事業に対し、市から補助金を交付する

ことで、効果が期待できる事業 

 

＜浜松市地域力向上事業実施要綱（抜粋）＞ 

第１０条 市長は、実施した助成事業が終了したときは、審

査会で評価を行う。 

２ 前項の評価は別表２の基準に基づき行うものと

する。 

第１２条 市長は、実施した地域力向上事業の事業概要及び

第１０条に規定する事後評価結果を区協議会等で

協議した上で、区ホームページ等で公表するものと

する。 

対象の区協議会 中央区協議会（中地域分科会） 

内  容 

令和６年度に実施した中地域における地域力向上事業（助

成事業）の事後評価についてご意見を伺うもの。 

 

 ・市民提案による住みよい地域づくり助成事業（１１事業） 

   

※詳細は別紙のとおり 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

・事業募集時の評価基準により評価を行う。 

・事後評価の結果は、６月中に浜松市ホームページにて公開

予定 

担当課 中央区区振興課 担当者 太田 英樹 電話 457-2210 

 

協議－ア 
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　令和6年度　中央区地域力向上事業（助成事業）　事後評価【中地域】

評価

達成度 活用度 貢献度
支援の
妥当性

費用対
効果

1
歌のすきな子あつまれ～♪浜松

キッズコーラス講座
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 106,000円 2回目

2
第12回ハイスクールジオラマグラン

プリ
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 126,000円 2回目

3 インド浜松フェスティバル Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 1,575,000円 1回目

4 浜松ブルースフェスティバル2024 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ 348,000円 3回目

5 環境・社会・次世代育成事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 124,000円 1回目

6
和の祭典～着物フェスティバル～in

ソラモ
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 1,367,000円 2回目

7
浜松メディカルラリー（医療者・市

民・こども）
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 221,000円 1回目

8 利実り～とぎみのり～ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 177,000円 2回目

9
中野吉之伴氏　サッカー指導者向

け　実技講習会
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ 71,000円 1回目

10 レコードジャケット＆トークショー Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 189,000円 2回目

11 虹彩よさこい Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 1,850,000円 1回目

合計 6,154,000円

費用対効果

財政支援の妥当性

450,727円

hamamatsu-play-park 145,051円

昭和のレコードを聴く会 475,807円

事業目的の達成度 C　低いB　普通

A　高い B　普通 C　低い

C　低い

A　高い B　普通 C　低い

A　高い

♯こども救命士になろうプロジェ
クト

評価項目

地域力向上事業の評価基準について

NPO法人　伝承會

地域資源の活用度 A　高い

虹彩よさこい実行委員会

地域への貢献度

14,901,692円

評価

団体名

浜松キッズコーラス実行委員会

特定非営利活動法人 はままつ
未来会議

インドはままつ国際交流委員会

浜松ブルース振興会

ALL BLUE project

和の祭典実行委員会

359,790円

3,136,200円

1,458,453円

248,304円

3,478,161円

4,171,378円

B　普通 C　低いA　高い

703,094円

採択回数

B　普通

総事業費

274,727円

№ 事業名
市執行額

（補助金額）
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

低い

１　事業目的の達成度
・目標を超えた参加者数となり、子供たちが学校や学年の枠を超えて交流することにつながった。
２　地域資源の活用度
・主に中央区の人材（講師やスタッフ）を活用し、会場として音楽工房ホールも使用した。地域資源を活用しながら、
市が目指す”音楽の都”に向けた音楽文化の振興に繋がる活動をした。
３　地域への貢献度
・合唱に関する部活動や課外活動が廃止・縮小している中で、子供たちが気軽に音楽に触れ、親しみ、楽しむ時間
や子供たち同士による交流の場を創出することができた。
４　財政支援の妥当性
・市の音楽文化の醸成に寄与する取組みである。また、講座終了後には、浜松市・札幌市音楽文化都市交流事業と
して子供たちが都市を越えた交流コンサートに参加することにもつながった。
５　費用対効果
・保護者アンケートから、親子ともに非常に満足度の高く、質の高い講座であると認められる。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

（1）事業名 歌のすきな子あつまれ～♪浜松キッズコーラス講座 （2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

（9）意見など

（6）総事業費

普通 低い　５　費用対効果

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

高い

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名

浜松キッズコーラス実行委員会

（4）事業の目的

　２　地域資源の活用度 高い
（8）評　価

　１　事業目的の達成度 高い

・音楽が好きな子供たちへ音楽（合唱）講座を開催することで、音楽に関する能力を高めると同時に、学
年の枠を超え異なる学校の児童との交流を通じて、地域や世代の繋がり、文化薫る地域づくりに繋げ
ていく。

274,727円 （7）補助金額

歌のすきな子あつまれ～♪浜松キッズコーラス講座

実施時期

普通 低い

項　目

普通

令和6年7月14日（日）～令和6年9月7日（土）

106,000円

ランク

A

助成事業 №

実施場所

B C

（3）実施団体名

クリエート浜松、音楽工房ホール

内容

・中央区を中心に市内の小中学生を募集し、全5回（うち1回発表会）のキッ
ズコーラス講座を開催
・5回の講座を通して、静岡県や浜松市にまつわるふるさとの歌を交え、10
曲の合唱曲に挑戦した。
・異なる学年、学校の児童生徒同士の交流が深まり、回を重ねるごとに友
達の輪が広がった。
・団体スタッフ3名、参加者35名、発表会観覧者85名（事業提案時目標：参
加者30名、発表会観覧者100名）

1
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

第12回ハイスクールジオラマグランプリ （2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

助成事業 №

実施場所 ザザシティ浜松

内容

・全国の高校生チームを対象としたジオラマグランプリの開催
・一次審査通過作品の一般公開、一般来場者による人気投票、参加チー
ムによる交流、模型教室の開催
・一次審査通過チームによるプレゼンテーション大会、作家や浜松市美術
館長による審査を実施
・団体スタッフ36名、ボランティア15名、出展者約220名、来場者約600名
（事業提案時目標：来場者500名）

（3）実施団体名 特定非営利活動法人 はままつ未来会議

（4）事業の目的

2

（1）事業名

・若者のものづくりを支援し、「ジオラマの聖地・浜松」として情報発信すると同時に、「ものづくりのまち
浜松」のイメージ及びステータス向上に繋げる。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 第12回ハイスクールジオラマグランプリ

実施時期 令和7年3月27日（木）～令和7年3月30日（日）

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 359,790円 （7）補助金額 126,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた来場者目標500名に対し、約600名の来場者があり、参加チームも全国から過去最多となる22
校33チームが出場し、大いに盛り上がる大会となった。
２　地域資源の活用度
・浜松市出身の情景作家や木工作家を活用し、個性的な「ものづくりのまち 浜松」を体現することにつながった。
３　地域への貢献度
・浜松ジオラマファクトリーのあるザザシティ浜松を会場とし、秀逸で見応えのある作品を多く展示・公開することで、
「ものづくりのまち 浜松」をアピールする場となった。
４　財政支援の妥当性
・ジオラマという特色ある事業であり、優れた作品を鑑賞できる環境の提供と全国から集まった出場チームによるプ
レゼンテーション大会の実施により、本市の関係人口を創出し、文化振興と活気あるまちづくりに大きく寄与してい
る。
５　費用対効果
・会場へ来られない方のために、SNSによる動画・画像配信や表彰式の動画配信の実施やリモートでプレゼンテー
ション大会を実施するなど、事業を広く周知し多くの方に楽しんでもらえるような工夫が見られた。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

インド浜松フェスティバル （2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

3助成事業 №

（3）実施団体名 インドはままつ国際交流委員会

（4）事業の目的

（1）事業名

・インド、日本それぞれの文化に触れることで多様な価値観と出会い、多文化共生とインクルーシブな
社会をつくり、浜松の中心街で人々の交流を生み出す。

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 インド浜松フェスティバル

実施時期 令和6年9月14日（土）～令和6年9月15日（日）

実施場所 新川モール

内容

・インドと日本の文化（食・ファッション・舞踊・音楽）を体験しながら楽しみ、
交流が生まれる演出や催しを実施
・国際交流の場として開催し、日本人、インド人ともに多くの来場者が集ま
り、それぞれの文化を楽しむ場を提供することで街中ににぎわいを創出し
た。
・団体スタッフ9名、来場者2,600名（事業提案時目標：来場者3,000名）

（6）総事業費 3,136,200円 （7）補助金額 1,575,000円

（8）評　価

項　目
ランク

A B C

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた来場者数には届かなかったものの、日本とインド両国の文化を多くの人に知ってもらう機会と
なり、誰もが楽しめるイベントとなった。
２　地域資源の活用度
・新川モールを活用した事業であり、来場者のまちなかへの回遊性向上に寄与した。
３　地域への貢献度
・地域住民のインドへの理解促進につながる事業であり、産業、文化振興両面で大きな効果が期待できるイベントで
ある。
４　財政支援の妥当性
・インドと浜松との交流と相互理解を深めることができる事業である。事業経費が高額となっているため、事業を継続
していくために更なる資金確保に努めていただきたい。
５　費用対効果
・第1回目の開催ということで、次回以降、多くの来場者が訪れるよう効果的な周知を期待する。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

高い 普通 低い

（9）意見など

　３　地域への貢献度
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 1

第１１号様式（第１０条関係） 

事業実績書 

事業名 インド浜松フェスティバル 

事業主体名 

（共催、後援、協力等） 

インド浜松国際交流委員会 

後援：浜松市、インド大使館 

実施時期  2024 年 9 月 14 日（土） ～ 2024 年 9 月 15 日（日）  

実施場所 新川モール 

参加人数 団体スタッフ 9 名 、参加者 2,600 名 

事業の内容 

インドと日本の文化（食・ファッション・舞踊・音楽）を体験しながら楽しみ、

交流が自然と生まれる演出や催しを実施することで国際交流の場として開催しま

した。街中ににぎわいを創出し、郊外の製造業の方々を浜松中心街に引き込むこ

とを狙いとして実施。実際に日本人・インド人ともに多くの方々にご来場いただ

き、皆さんが美味しいインド料理を食べて、インド・日本の文化を楽しみ、一緒

に踊りながら交流が生まれる空間を創出することができました。 

事業目的の 

達成度 

当初の「インドの方には浜松に居場所をつくる」「浜松の方々にはインドの人と文

化を知ってもらう」という目的は達成できたと感じています。ステージでの出演

者・飲食での出店者にインド人・日本人を起用し、どちらかの色が濃くなくなり

すぎないように気をつけイベント全体を企画しました。その甲斐もあって自然と

両国の人々が緩やかに交流し相互理解が生まれる演出ができました。また、イベ

ントのフィナーレで準備したボリウッドダンスの盆踊りが企画側からも想像して

いなかったような反応があり、インド人・日本人が笑顔で一緒に踊る景色を作り

出せたのは主催としても嬉しい誤算でした。本当に盛り上がっていました。 

地域資源の 

活用度 

今回の参加していただいた協賛企業様は、インドに進出しているもしくは検討し

ている企業様ばかりでした。特に春華堂様・エムスクエアラボ様はインドコラボ

レーションの新商品を開発しており、その商品を販売するために出店していただ

きました。イベント後「自社商品のマーケティングの場として最適でした」とい

うご意見もいただき、地域の資源を海外に販売していくのを後押しする役割もこ

のイベントが果たせたのだと実感しました。 

また、地域で小規模ではありますが事業を営む出店者も多く、インド文化を発信

している方、インドの方にも日本の商品を知ってほしいという方にも多数参加い

ただきました。 

地域への 

貢献度 

今回のメインスポンサーであるスズキ(株)にもインドの社員は数百名いらっしゃ

います。その社員だけでなく家族の方にも多数来場いただき、スポンサーの枠で

ステージも出演いただきました。異国の地で働く人たちに楽しんでいただく場を

提供できたことは、今後、高度人材の受け入れのモデルケースになりますし、企

業活動の支援にも繋がると感じました。 

また、多文化と触れる機会を創出することで、浜松の伝統文化や社会活動を再度

見直す機会にもなり、より一層浜松の人たちが地域を愛することができるきっか

けにもなると思います。 
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 2

財政支援の 

妥当性 

今回のインドとの取り組みは、浜松市だけでなく全国そして全世界に広がる取り

組みでした。浜松市だけでなく、それらを巻き込んで地域を盛り上げていくイベ

ントとして一定の評価をいただくことができました。そのためには魅力的なイン

ド文化を発信できる方々を県外・国外から招聘する必要があり、今回の補助金は

その方々に参加していたく費用にもあてさせていただきました。そして、異文化

の世界観を浜松の地で演出する必要もあり会場装飾なども予算を割いておりまし

た。おかげさまで県外からも多くのお客様に来場していただき「全国でもっと大

きいイベントに参加してきたけど、浜松の盛り上がりが今までで一番だった」と

いうお言葉も多数いただきました。 

費用対効果 

前述のとおり県外からのお客様も多かったことは浜松の活性化にとって大きな効

果だったと感じております。インドはままつフェスティバルをきっかけに浜松の

文化や風土・人に触れていただくことも、このイベントを開催する意義であると

考えております。 

今回、第一回目ということもあり、関係各所との調整が難航し、出演者・出店者

の手配に手間取り告知が遅れたことが反省点としてあります。それによって来場

者が想定していた 3,000 名以上に届かなかったことで売上として少なかったと感

じています。 

今後の方向性 

お客者・出演者・出店者・ご協賛企業様すべての方々に次回開催の要望をイベン

ト当日にいただいております。また、今回はイベントに来場するだけだった、ご

協賛企業様の関連団体様からも次回はご協賛いただけるという声もイベント当日

にいただきました。これから、一年に一回のペースで、さらに浜松の活性化と多

文化共生を実現できるように開催していきたいと考えております。 

備考  
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

浜松ブルースフェスティバル2024 （2）採択回数
3回目

(補助率25％以内)

助成事業 №

実施場所 浜松ギャラリーモールソラモ

内容

・ゲスト、アマチュア5組の演奏（アマチュアは中央区のバンドを中心）、中
央区の飲食、古本、木工製品、雑貨アクセサリなどのショップが出店する
総合イベントを実施
・ソラモでの演奏に加えyoutubeのライブ配信によるハイブリット開催
・ブルース音楽のイベント活動を通じて、中心市街地の活性化と賑わいづ
くりに寄与した。
・団体スタッフ10名、来場者1,000名（事業提案時目標：来場者1,000名）

（3）実施団体名 浜松ブルース振興会

（4）事業の目的

4

（1）事業名

・ブルース音楽のイベント活動を通して、市街地活性化と賑わいづくりに寄与する。
・自由に参加できるブルースフェスティバルを開催することで、音楽の振興と街中が融合するクリエイ
ティブシティとしての浜松市の魅力を世界に発信する。
・飲食、古本、木工製品、雑貨アクセサリーなどのショップを出店することで、街中活性化の一助とする。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 浜松ブルースフェスティバル2024

実施時期 令和6年10月6日（日）

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 1,458,453円 （7）補助金額 348,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・ソラモという市の玄関口で開催することで多くの観覧者を集め、事業提案時に掲げた目標どおり幅広い人にブルー
ス音楽の魅力を届けることができた。
２　地域資源の活用度
・楽器産業関係企業が多く存在するという市の特徴をいかし、それらに勤務する音楽に造詣の深い中央区在住のバ
ンドメンバーが多く出演しており、地域資源の活用度は高い。
３　地域への貢献度
・対象者を限定せず、ブルース音楽を無料で観覧できる機会を創出することにより、音楽文化の多様性を豊かにする
きっかけ作りにつながった。
４　財政支援の妥当性
・「音楽の都」を目指す本市において、音楽文化の振興につながる活動を担っており、団体として財源確保の工夫も
見られる。
５　費用対効果
・コロナ禍で開始したYoutube配信を引き続き実施することにより、「音楽の都」を目指す浜松の魅力を幅広く発信す
る音楽イベントとなった。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

環境・社会・次世代育成事業 （2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

助成事業 №

実施場所 サザンクロス商店街

内容

・サザンクロス商店街と協力し、餅つき大会やダンスショー、ビンゴ大会な
どの各種イベントを開催
・イベント後会場周辺におけるクリーン活動など、SDGsに関する活動を実
施
・団体スタッフ15名、参加者180名（事業提案時目標：参加者200名）

（3）実施団体名 ALL BLUE project

（4）事業の目的

5

（1）事業名

・次世代育成に向け、体験交流を行うことで、地域活性化・交流化に繋げる。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 環境・社会・次世代育成事業

実施時期 令和6年12月30日（月）

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 248,304円 （7）補助金額 124,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・開催日の変更などにより、事業内容の変更を余儀なくされたが、餅つき体験やダンスショーでは子供たちや保護者
の多くが楽しむ様子が見られた。
２　地域資源の活用度
・サザンクロス商店街を会場とし、地元の店舗と連携することで地域のにぎわい創出の一助となった。
３　地域への貢献度
・普段人通りの少ない商店街に、新たに人を呼び込むなど、にぎわいの創出に貢献した。
４　財政支援の妥当性
・駅南地区に着目したイベントであり、当該地区のにぎわいを創出する事業である。事業の周知方法をより工夫する
ことで、広く市民を巻き込んでいくことができる事業となることを期待する。
５　費用対効果
・にぎわいや交流を創出につながる取組となった。今後、関係各所との連携を密にすることで、より発展性のある事
業となることを期待する。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

和の祭典～着物フェスティバル～inソラモ （2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

6助成事業 №

（3）実施団体名 和の祭典実行委員会

（4）事業の目的

（1）事業名

・美容師による一般モデルの着付け、ヘアメイクなど「和の装い」を多くの観客へ披露する事で、｢和服
文化」に触れる機会を提供し、非日常を感じていただくとともに改めて日本の伝統文化【きもの】への認
識を深める。

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 和の祭典～着物フェスティバル～inソラモ

実施時期 令和6年11月17日（日）

実施場所 浜松ギャラリーモールソラモ

内容

・花魁、芸者姿、舞妓、振袖、七五三のモデル大人37名、子供14名による
「花魁道中」のストリートショーの開催
・琴の演奏や司会者による着物の説明
・事業の様子や参加したモデルを撮影しSNSなどで幅広く周知
・後日、アマチュアカメラマンによるモデル写真展を開催
・団体スタッフ85名、モデル参加者38名、来場者1,000名（事業提案時目
標：来場者500名）

（6）総事業費 3,478,161円 （7）補助金額 1,367,000円

（8）評　価

項　目
ランク

A B C

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた500名をはるかに上回る1,000名の来場者があり、和の文化を多くの人が親しむ場となった。
後日、写真展も開催し、改めてイベントを楽しめる機会を創出した。
２　地域資源の活用度
・前年度に実施した浜松城公園に隣接する葵広場から会場を変更し、今回は「ソラモ」や「はままちプラス」といった浜
松駅周辺の複数の施設を一体的、面的に活用した。
３　地域への貢献度
・見応えのあるモデルの和装姿や伝統音楽の生演奏により、外国人を含む多くの来場者でにぎわいを創出した。
４　財政支援の妥当性
・若い世代を含む多くの人に着物をはじめとする和の文化を発信するとともに、美容学校の学生が手伝うなど、伝統
文化の継承につながる独自性あるイベントとなった。
５　費用対効果
・対象者を限定せず多くの人にイベントを楽しんでもらう場を提供できた。当日だけでなく、後日写真展も実施するこ
とにより幅広い方を対象に和の伝統文化の素晴らしさを広める機会となった。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

高い 普通 低い

（9）意見など

　３　地域への貢献度
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

浜松メディカルラリー（医療者・市民・こども） （2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

助成事業 №

実施場所 早出幼稚園、浜松医科大学、うなぎパイファクトリー

内容

・救急医療に関わる医療従事者（医師・看護師・救急救命士）をはじめ、子
供や会社員といった一般市民が、出題された症例を実技で対応するメディ
カルラリーを全3回実施
・出題する医療者、課題に対応する医療者や一般市民が医療スキル、防
災技術を学ぶことで、チーム医療の質、防災リテラシー向上につなげる。
・団体スタッフ105名、参加者117名（事業提案時目標：参加者80名）

（3）実施団体名 ♯こども救命士になろうプロジェクト

（4）事業の目的

7

（1）事業名

・医療従事者の知識技術向上や一般参加者の救急医療、災害理解向上を図る。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 浜松メディカルラリー（医療者・市民・こども）

実施時期 令和6年7月～令和7年1月

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 703,094円 （7）補助金額 221,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた80名を上回る参加者があり、幼稚園児から大人までの参加者が様々な状況における応急救
護を学ぶ機会となった。
２　地域資源の活用度
・全3回の開催を通し、地域の教育機関や企業と協力、連携を図ることができた。
３　地域への貢献度
・参加者が、応急救護の知識を参加型形式で体験しながら学ぶことができ、常日頃から意識すべき防災リテラシー
向上につながった。
４　財政支援の妥当性
・自助、共助の推進と親和性が高く、地域の防災力向上や住民の命を守ることにつながる。
５　費用対効果
・医療従事者と地域住民をつなぐ新しい視点の取り組みである。地域への効果的な事前周知など情報発信を工夫し
て行うことで、より多くの人に事業効果が還元されることを期待する。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

利実り～とぎみのり～ （2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

8助成事業 №

（3）実施団体名 NPO法人　伝承會

（4）事業の目的

（1）事業名

・市中心地に位置するも利用者が少なく、認知度の低い五社公園でイベントを開催することで、利町の
認知度向上や周辺地域活性化を図る。

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 利実り～とぎみのり～

実施時期 令和6年11月3日（日）

実施場所 五社公園

内容

・市周辺で活躍する飲食・物販45店舗によるマルシェの開催
・浜松まつりの伝承に繋げていくため、浜松まつり会館と協力のもと、子供
の凧作り体験を実施し10組の親子が参加
・団体スタッフ8名、来場者1,401名（事業提案時目標：来場者1,200名）

（6）総事業費 450,727円 （7）補助金額 177,000円

（8）評　価

項　目
ランク

A B C

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

１　事業目的の達成度
・マルシェの開催や浜松まつり会館の協力による子供の凧作り体験で、現地の五社公園は大変活気にあふれてい
た。来場者も目標人数をはるかに上回り、事業目的である利町や周辺地域の活性化に貢献した。
２　地域資源の活用度
・中心市街地に位置する五社公園を有効活用した事業である。また、地元自治会やまつり会館、浜松復興記念館と
協力するなど地元との協力体制が見受けられた。
３　地域への貢献度
・地域の核となる居場所として、五社公園を中心に事業を行うことで、コミュニティの醸成に繋がるとともに公園の整
備につながっている。幅広い年代層が興味を持てるように、45店のマルシェ出店を実現するなど多世代交流もできる
仕掛けとなっている。
４　財政支援の妥当性
・浜松まつりの伝承も目的としつつ、地元の五社公園の活用や、マルシェを開催するなど工夫が見受けられた。
５　費用対効果
・周辺自治会の回覧協力やSNSの活用により、多くの来場者が訪れる事業となった。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

高い 普通 低い

（9）意見など

　３　地域への貢献度
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

中野吉之伴氏　サッカー指導者向け　実技講習会 （2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

助成事業 №

実施場所 和地山公園球戯場

内容

・ドイツ在住の講師中野吉之伴氏による、小学校を中心にサッカー指導を
している指導者に向けたトレーニングの実技講習会
・モデルプレーヤーとなる子供たちを募り、指導実践を実施
・質疑応答の時間を多くとり、ドイツの育成現場を長く経験している講師か
ら、地域の指導者が抱える課題解決のヒントを伝授
・団体スタッフ3名、参加者17名（事業提案時目標：参加者20名）

（3）実施団体名 hamamatsu-play-park

（4）事業の目的

9

（1）事業名

・子供たちのスポーツ環境において、安心・安全で基本的人権を守りながら、サッカーの本質や楽しさが
伝わるような指導力を地域指導者が身に付ける。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 中野吉之伴氏　サッカー指導者向け　実技講習会

実施時期 令和6年8月2日（金）

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 145,051円 （7）補助金額 71,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた参加者20名には届かなかったが、モデルプレーヤーとなる子供12名と協力し実施できた。
２　地域資源の活用度
・市内各地よりアクセスが良い和地山グラウンドを会場とすることで、モデルプレーヤーを含む地域からの参加者を
募ることができた。
３　地域への貢献度
・市内の複数のサッカー指導者に対し、技術指導だけでなく子供たちの健全育成に係る指導も見受けられ、各指導
者が地域に戻ってからの波及効果が期待できる。
４　財政支援の妥当性
・指導者や保護者が勝利することに依存せず、純粋に子供がスポーツを楽しむことができるような指導方法を学ぶ
機会の創出につながり、間接的に子供たちの健全育成の一助となり得る。
５　費用対効果
・参加者が一流の指導者から学んだことを、地域の子供たちや他のコーチへ広く還元してくれることを期待する。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

レコードジャケット＆トークショー

10

令和7年3月20日（木）～3月23日（日）

・団塊の世代が聴いていたレコードの音楽やジャケットなどの魅力を、世代を超えて伝えることで地域の
コミュニティ及び「音楽の都」を目指す浜松をより活性化させる。

実施時期

レコードジャケット＆トークショー （2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

内容

・レコードジャケット200点を音楽ジャンル別に展示
・浜松で音楽活動をしているコメンテーターによるトークショーの実施
・レコードの歴史的背景やアーティストについて解説しながら、160枚のレ
コードを流した。
・団体スタッフ7名、来場者300名（事業提案時目標：来場者400名）
・YouＴubeによるアーカイブ配信

助成事業 №

（3）実施団体名

（1）事業名

昭和のレコードを聴く会

（4）事業の目的

項　目
A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名

高台協働センター

ランク

低い

普通

高い 普通 低い

低い

実施場所

高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い

　２　地域資源の活用度

普通

（6）総事業費 475,807円 （7）補助金額 189,000円

（8）評　価

　４　財政支援の妥当性

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた来場者数400名には届かなかったが、レコードを音楽ジャンルに分けたトークショー及びコメン
テーターや来場者が交流を行う目的は達成された。
２　地域資源の活用度
・浜松で活動している音楽関連の様々な人たちをコメンテーターとして集め、普段聞けないような解説やレコードが発
売された当時の話を聞く機会を創出した。
３　地域への貢献度
・レコードを通じて、参加者同士による連帯感やコミュニケーションが生まれる場となった。アンケート結果からも来場
者の満足度が高いことが伺える。
４　財政支援の妥当性
・音楽文化の振興に繋がる事業であり、今後も音楽文化の周知、発展と地域住民による交流を育んでいくことに期
待する。
５　費用対効果
・多世代（10代～80代）が、レコードを通じて曲や発売された時代背景を振り返るなど、世代を超えて交流するイベン
トとなった。また、地域からの参加者も多く、コミュニケーションの場となった。

　３　地域への貢献度

普通 低い

高い

　５　費用対効果 高い
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　区振興課　）

虹彩よさこい （2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

助成事業 №

実施場所 キタラ、ソラモ、松菱跡地

内容

・静岡県内外で活動するよさこいチーム42団体による演舞、総踊りの披
露。
・よさこい衣装によるファッションショー
・飲食ブース、地元協賛企業によるブース出展、フォトコンテストを同時開
催
・団体スタッフ約80名、参加者約1,000名/42団体、来場者約3,000名( 事業
提案時目標： 1,100名/50団体、来場者3,000名 )

（3）実施団体名 虹彩よさこい実行委員会

（4）事業の目的

11

（1）事業名

・「虹彩よさこい」イベントを通して、浜松に「よさこい踊り」の文化の継承と普及を目的とし、老若男女を
ターゲットに関心を高め、よさこい人口を増やしコミュニティーの輪を広げ地元チームの活動の活性化を
図る。
・浜松駅周辺で開催することにより、中心市街地ににぎわい創出及び活性化を図る。

ランク

A B C

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名 虹彩よさこい

実施時期 令和7年3月9日（日）

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 4,171,378円 （7）補助金額 1,850,000円

（8）評　価

項　目

（9）意見など

１　事業目的の達成度
・事業提案時に掲げた参加チームの応募には届かなかったが、3,000名もの来場者があり、中心市街地のにぎわい
を創出した。
２　地域資源の活用度
・来場者がまちなかを回遊する仕掛けとして、会場をソラモなどの3箇所とすることで、中心市街地の活性化に寄与し
た。
３　地域への貢献度
・全国各地から1,000人もの踊り子たちが集まり、浜松をPRすることにつながった。また、来場者や踊り子たちの飲食
や宿泊の副次的効果も一定程度認められる。
４　財政支援の妥当性
・市の玄関口における大々的なイベントは、関係人口の創出を期待できる。
５　費用対効果
・前回開催からエリアを広げたことで、街全体を含めたにぎわいを創出した。今後も継続することで浜松を代表するイ
ベントとなることを期待する。

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

　５　費用対効果 高い 普通 低い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い
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第１１号様式（第１０条関係） 

事業実績書 

事業名 虹彩よさこい 

事業主体名 

（共催、後援、協力等） 

虹彩よさこい実行委員会 

【後援】浜松市／静岡新聞社・静岡放送／K-MIX／FM Haro!／はままつフルー

ツパーク時之栖／浜松商工会議所／浜松まちなかにぎわい協議会／一般社団

法人浜松商店界連盟 

【共催】よさこい遠州連合会（YEN）   

【協力】株式会社アサヒコーポレーション／YOSA バカ実行委員会 

実施時期  2025 年 3 月 9 日（日）  

実施場所 浜松駅北口広場キタラ・ギャラリーモールソラモ・松菱跡地 

参加人数 団体スタッフ 約 80 名、参加者 42 団体 約 1,000 名、集客／約 3,000 人 

事業の内容 

＊実施した事業内容を具体的に記入してください。チラシ、プログラム、写真、

新聞記事等の参考資料を添付してください。 

・静岡県内外で活動するよさこいチーム 42 団体によるチーム演舞、総踊り披露。 

・自慢の衣装を披露するファッションショー企画の開催。 

・飲食ブース展開（場所：キタラ・松菱跡地）静岡県飲食業生活衛生同業組合浜

松支部協力 

・よさこいとはまた別の文化である市内で活動するエイサーと和太鼓チームを招

致しパフォーマンス披露。 

フォトコンテストの開催。 

・企業ブース展開（ローランド ディー.ジー.株式会社協力） 

・浜松銘菓プレゼント企画 

事業目的の 

達成度 

＊当初設定した事業目的は達成できましたか。理由も含め記入してください。 

浜松駅周辺 3 会場で開催することにより、目的を持って足を運んだ人以外の、一

般のお客様の足も止めて、よさこいを観覧していただく機会を設けることができ

たのでは。準備したパンフレットがすぐに捌けてしまう事態となった。 

よさこいだけではなく、地域と協力して開催する事業として浜松の P R にも繋が

った。 

ただ、参加チームを 50 チーム募集予定だったが他地域でのイベントが被る事

態となり 42 チームと減少することとなってしまった。 

地域資源の 

活用度 

＊区内のどのような地域資源（特産品、自然、文化資産、人材など）をどの程度

活用できたか記入してください。 

 

イベント会場を駅周辺を利用することにより目的を持って中心市街地へ足を

運んでいただくことができ、よさこいの楽しさ、魅力を感じてもらうことがで

きた。 

中央区にて活躍されるパフォーマンス団体を招致することでよさこい界隈で

知られていない浜松の魅力の一つをお届けすることができた。 
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地域への 

貢献度 

＊事業実施により地域の課題解決につながりましたか。住みよい地域づくりにど

う結びつきましたか。 

「がんこ祭り」を知らない層に浜松にもよさこいの祭りがあることの周知に繋が

ることができた。アンケート結果より、ホテル泊、中央区にておいての飲食の活

用をしていることが分かり、「がんこ祭り」に届くところまではいかないものの、

開催したことで効果をもたらすことができた。 

財政支援の 

妥当性 

＊行政施策と差別化を図り、特色のある事業ができましたか。補助金をどのよう

に有効活用しましたか。 

事業拡大にあたり新会場を松菱跡地に設置したことにより、ステージを設置し

大々的に開催することができた。1 会場分の利用費及び備品、今後継続して開催す

るにあたり応用できるバナースタンド等に活用。 

費用対効果 

＊事業実施により得られた効果と、かかった経費のバランスはどうであったか記

入してください。 

今回の事業への補助があったからこそ新しい会場を増やすことができ、さらに

はステージの設置をすることができた。参加者からは大きなステージに対する

喜びと、新会場が敷地内だからこそ人の流れを気にせずに楽しむことができた

安心感の提供をすることができた。今後、さらに人を集め、浜松をよさこい一

色に成長させていきたい願いがある中で良い印象を与えることができたので

はと感じている。 

今後の方向性 

＊来年度以降も事業を継続していくか記入してください。 

当日配布したパンフレットが午前中のうちに捌けてしまった。たくさんのお客

様に求められることとなり、継続し、さらにたくさんの方によさこいの魅力を

知っていただく場と、踊り子の皆さんに披露する場を提供していきたい。 

いずれは浜松の3月の名物にしていくのを目標に地域と連携をとり成長をさせ

ていきながら継続をしていきたい。 

備考  

< 76 >



 4

第１２号様式（第１０条関係） 

収支決算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

補助金 1,850,000 1,850,000   

地域力向上事業(市

民提案による住みよ

い地域づくり事業費

補助金) 

参加費 1,425,000 1,425,000   1,500×950 人 

出店料 220,000 220,000   

松菱飲食 10,000×13 

キタラ飲食 10,000×6 

iQOS15,000×2 

協賛金 669,000 669,000   別紙参照 

自己負担 7,378 7,378    

計 4,171,378 4,171,378    

 

２ 支出の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

報償費 

385,350 

※交付対象

370,000 

385,350 

※交付対象

370,000 

  

クリエイター経費

（WEB）50,000 

クリエイター経費（広

告）180,000 

ダンサー指導料 

100,000 

地域団体報酬 20,000 

撮影依頼料 20,000 

[対象外]ダンサー御礼 

15,350 

旅費 

43,766 

※交付対象

31,640 

43,766 

※交付対象

31,640 

  

ダンサー講師レッスン

交通費 31,640 

[対象外]外部打ち合わ

せ交通費 12,126 
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需

要

費 

消耗

品 

444,506 

※交付対象

350,713 

444,506 

※交付対象

350,713 

  

イベントで使用する各

種消耗品、景品等 

[対象外]ガチャマシン

等 93,793 

印刷

製本

費 

250,114 

※交付対象

73,451 

250,114 

※交付対象

73,451 

  

パンフレット 

[対象外]パンフレット

等 176,663 

医療

材料

費 

2,380 

※交付対象

2,380 

2,380 

※交付対象

2,380 

  
会場救急セット踊り子

用 

食料

費 

7,649 

※交付対象 0 

7,649 

※交付対象 0 
  

[対象外]業者弁当代等

7,649 

役

務

費 

保

険

料 

36,275 

※交付対象

36,275 

36,275 

※交付対象

36,275 

  イベント保険 

郵

送

費 

15,006 

※交付対象 0 

15,006 

※交付対象 0 
  

[※対象外]報告書郵送

費等 15,006 

委託料 

2,577,080 

※交付対象

2,577,080 

2,577,080 

※交付対象

2,577,080 

  

PA 533,500 

会場警備員 237,600 

レンダー商会

1,805,980 

使用料及

び賃借料 

409,252 

※交付対象

302,362 

409,252 

※交付対象

302,362 

  

施設利用料 263,862 

[※対象外]ダンスレッ

スン場所 103,110 

[※対象外]レンタルス

マホ 3,780 

ゴミ処理 38,500 

計 

4,171,378 

※交付対象

3,743,901 

4,171,378 

※交付対象

3,743,901 

  
 

 

 

 

< 78 >



令和 7年 5月 28 日 

中央区協議会（中地域分科会） 

会長 鈴木 義明 様 

 

富塚地区コミュニティ協議会 会長 井口隆夫 

 

富塚地区のゾーン 30プラス指定及び地区内の交通安全対策に 

関する要望について 
 

（趣旨） 

・通り抜け車両が生活道路や子どもたちの通学路に進入し、歩行者の安全確保 

や交通事故を防止するため、進入抑制、速度抑制対策が必要である。 

 

（要望内容） 

・ 富塚地区において、交通安全対策として行政・警察・学校等と連携し協議

を進めてまいりました。 

つきましては、速やかにゾーン 30 プラスの指定及びそれに伴う地区内の交

通安全対策について要望するもの。 

※交通安全対策を希望する箇所や設置する物理デバイス、ゾーン 30 プラス

の概要については別紙のとおり。 

< 79 >



 

< 80 >



パークタウン中通り歩道と横断歩道段差０化

車椅子横断対応

速度30㎞/hへ変更

スクランブル交差点の横断歩道、

歩行のスムース化

ゾーン30プラス 交通安全対策要望箇所（富塚町中自治会）

時間規制が車に分かりやすいよう路面

に「スクールゾーン」等と標示。路面

にグリーン線

ハンプもしくは物理デバイスを

設置して車道の幅をより狭くする

横断歩道の設置

※道路東側の水路が冠水し、小

学校へ向かう児童が冠水してい

ない西側へ安全に渡るため
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ゾーン30プラス 交通安全対策要望箇所（富塚町西自治会）

イメージハンプ

イメージハンプ

ラバーポール設置

横断歩道

ラバーポール設置

外側線を引いて、路面をグリーン塗装
標識・ハンプの設置
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ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
交
通
安
全
対
策
要
望
箇
所
（
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塚
町
北
自
治
会
）

・
・
・
横
断
歩
道

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
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ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
交
通
安
全
対
策
要
望
箇
所
（
西
和
自
治
会
）

下
り
車
線
に
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ

（
速
度
抑
制
対
策
）

路
面
の
速
度
落
と
せ
標
示
等
が

薄
く
な
っ
て
い
る
た
め
塗
直
し

こ
の
道
を
下
っ
た
先
に

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ 下
り
車
線
に
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ

（
速
度
抑
制
対
策
）
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路
肩
の
拡
幅

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

路
面
標
示

（
ク
ロ
ス
マ
ー
ク
）

ハ
ン
プ

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道

狭
さ
く

ハ
ン
プ

路
肩
の

拡
幅

狭
さ
く

浜
松
市
中
央
区
飯
田
町
地
区

位
置
図

静
岡
県

対
策

検
討

会

・
浜

松
東

警
察

署

・
浜

松
市

・
関

係
自

治
会

：
飯

田
町

西
、

飯
田

町
田

畑

飯
田

町
開

戸
、

飯
田

新
田

飯
田

上
組

、
南

天
竜

■
対
策
の
実
施
状
況

■
推
進
体
制

「
ゾ
ー
ン
３
０
プ
ラ
ス
」
整
備
計
画
（
静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
飯
田
町
地
区
）

■
地
区

・
静

岡
県

浜
松

市
中

央
区

飯
田

町
地

区

■
主
な
対
策
内
容

【
警

察
（浜

松
東

警
察

署
（T

E
L
：0

53
-4

6
0-

01
1
0）

】

・
最

高
速

度
3
0
km

/
h
区

域
規

制

【
道

路
管

理
者

（浜
松

市
土

木
部

道
路

企
画

課
（T

E
L
：0

53
-4

57
-
22

32
）
】

・
ス

ム
ー

ズ
横

断
歩

道
、

ハ
ン

プ
、

狭
さ

く
な

ど

※
対

策
内

容
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

上
記

の
問

い
合

わ
せ

先
に

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。は
ま
ま
つ

ち
ゅ
う
お
う
く
い
い
だ
ち
ょ
う

①
②

③
④

ス
ム

ー
ズ

横
断
歩

道

ｿ
ﾞｰ
ﾝ
30
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
看
板

路
面
表
示

最
高
速
度
30

km
/h
区
域
規
制

出
典
：
国
土
地
理
院
地
図

時
間
帯
交
通
規
制

（
歩
行
者
用
道
路
）

登
下

校
時

の
見
守

り
活
動

規
制

等

対
策

済

対
策

予
定

物
理

的
デ

バ
イ

ス

対
策

済

対
策

予
定

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
3
0
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
看

板
・
路

面
表

示

対
策

済

対
策

予
定

そ
の

他
ハ

ー
ド

対
策

対
策

済

対
策

予
定

ソ
フ

ト
対

策

実
施

中

実
施

予
定

※
破
線
は
整
備
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路

凡
例

※
今
後
、
実
施
し
た
対
策
の
効
果
検
証
を
行
い
、
更
な
る
対
策
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
継
続
的
な
取
組
）飯
田
小
学
校

飯
田
幼
稚
園 東
部
中
学
校
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ジ

ハ
ン
プ

浜
松
市
中
央
区
⾧
上
地
区

位
置
図

静
岡
県

対
策

検
討

会

・
浜

松
東

警
察

署

・
浜

松
市

・
関

係
自

治
会

：
天

王
町

西
、

市
野

町
南

登
下

校
時

の
見
守

り
活
動

■
対
策
の
実
施
状
況

■
推
進
体
制

「
ゾ
ー
ン
３
０
プ
ラ
ス
」
整
備
計
画
（
静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
長
上
地
区
）

■
地
区

・
静

岡
県

浜
松

市
中

央
区

長
上

地
区

■
主
な
対
策
内
容

【
警

察
（浜

松
東

警
察

署
（T

E
L
：0

53
-4

6
0-

01
1
0）

】

・
最

高
速

度
3
0
km

/
h
区

域
規

制
交

通
指

導
取

締
り

【
道

路
管

理
者

（浜
松

市
土

木
部

道
路

企
画

課
（T

E
L
：0

53
-4

57
-
22

32
）
】

・
ハ

ン
プ

、
イ

メ
ー

ジ
ハ

ン
プ

な
ど

※
対

策
内

容
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

上
記

の
問

い
合

わ
せ

先
に

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。

規
制

等

対
策

済

対
策

予
定

物
理

的
デ

バ
イ

ス

対
策

済

対
策

予
定

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
3
0
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
看

板
・
路

面
表

示

対
策

済

対
策

予
定

そ
の

他
ハ

ー
ド

対
策

対
策

済

対
策

予
定

ソ
フ

ト
対

策

実
施

中

実
施

予
定

※
破
線
は
整
備
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路

凡
例

は
ま
ま
つ

ち
ゅ
う
お
う
く
な
が
か
み

①
②

③
④

ハ
ン

プ

ハ
ン
プ

与
進
幼
稚
園

ｿ
ﾞｰ
ﾝ
30
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
看
板

路
面
表
示

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ最
高
速
度
30

km
/h
区
域
規
制

出
典
：
国
土
地
理
院
地
図①

②

③

④

交
差
点
カ
ラ
ー
化

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

車
道
幅
員
の
狭
小

注
意
喚
起
路
面
標
示

注
意
喚
起
路
面
標
示

※
今
後
、
実
施
し
た
対
策
の
効
果
検
証
を
行
い
、
更
な
る
対
策
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
継
続
的
な
取
組
）

与
進
小
学
校

令
和
６
年
３
月
末
時
点
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